



An Essay on Tim Burton ： Transformations of an Artist
-From the Allegory of Lonely Freaks in Suburbia to the Myth of Families-Part 1
小林一博
Kazuhiro Kobayashi
メリカ」に育った、すでにすべてを持っているが
「夢工場」とも称される利益優先のハリウッド　　同時にすでにすべてを奪われているという「あら
・メジャーにおいて、つねに第一線として活躍し　　かじめ失われた世代」ll＞の体験が媒体となって、
ながら、ティム・バートン（Tim　Burton：1958　監督／送り手と観客／受け手の意識／無意識を
プライヴェート
一）くらい私的な映画を撮り続けている監督　　「映画」を通じて共有化するという化学反応を起
は珍しい。個人的な思い入れや「作家主義」とほ　　こしているということも考えられる。そう考えれ
ぼ無縁、スクリーニングとアンケートによって市　　ば、ティム・バートンの諸作品が、合衆国のみな
場調査しながら、場合によっては「物語」の結末　　らず、汎「アメリカ」化、もしくは後期資本主義
まで観客の意向に沿うような形に変えてしまう、　　化の進行したヨーロッパやアジアの各国でも支持
ボックスオフィスの売り上げを優先する「ハリウ　　されている理由の一端も理解できる。
ッド」という土俵のうえで作品をつくり続けなが　　　とはいえ、それだけでは彼の作品が支持される
ら、作家主義的な観点からみてもユニークな作品　　理由がじゅうぶんに説明されているとはいえない
をつくり続けるティム・バートンは、ある意味、　　だろう。例えば、12歳年上で「ベイビーブー
それだけで奇跡的な存在といえるかもしれない。　　マー」の世代に属するスティーブン・スピルバー
商業第一主義の映画づくりと作家主義的な映画づ　　グもまた『E．T．』（ET．，1982）や『バック・トゥ
くりという、対極にあるともいえる2つの要素を　　・ザ・フユーチャー』（Back　to　the　Future，1985）
融合させるという、アクロバティックな離れ業を　　などの作品で「郊外」の景色を積極的に取り込ん
成功させているティム・バートンという監督の秘　　でいる国11＞。スピルバーグの「郊外」は、ティム・
密はいったいどこにあるのだろうか。　　　　　　バートンとは違ったトーンで、やはり私的という
複数の評論家が指摘しているように）、ティム　　か自伝的な要素も感じられるものになっている。
・バートンのバックグラウンドとしてあるのが、　　にも関わらず、スピルバーグの描く「郊外」が独
いわゆる「郊外型」の体験で、そうしたバックグ　　特のものとして論じられることはあまりないし、
ラウンドと、同時代に生きる観客たちのバックグ　　それらの作品が作家主義的観点から論じられるこ
ラウンドが呼応するという点もあるのかもしれな　　とも多くはない。こうした違いは、ひとつには両
い。「ベイビーブーマー」の後の世代として、第　　者の映像表現の違いに起因すると考えられる。
＊環境ツーリズム学部准教授
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ティム・バートンはあたかもちょっとした悪戯　　イズニーからの資本提供を受けて2本の映画を作
を楽しむかのように作品の随所にパーソナルな印　　製している。『ヴィンセント』と『フランケンウ
を刻むが、バートンと同じような映画的バックグ　　ィニー』（Frankenweenie，1984）である。それぞ
ラウンドを持つスピルバーグV）が、そうした「遊　　れ6分、29分の短編で、ディズニー・プロダクシ
び」をすることはほとんどない。作品の　　ヨンでアニメーターやキャラクター・デザインの
パーソナライズ
「個人化」についてさらにいえば、ティム・　仕事をしていたバートン而の特異な才能を見抜い
バートンは『ティム・バートンのナイトメアー・　　た同プロダクションのリック・ハインリックスVI【1）
ビフォア・クリスマス』（Tim　Burton’s　Nightmare　の協力もあって完成されたという共通点を持つ。
Before　Christmas，1994　邦題『ナイトメアー・ビ　　　『ヴィンセント』と比較すると、『フランケン
フォア・クリスマス』）『ティム・バートンのコー　　ウィニー』は、ディズニー的というかハリウッド
プス・ブライド』（Tim　Burton’s　Corpus　Bride，　　的な「ハッピーエンド症候群」壼x）をまぬがれては
2006）のように、特に思い入れの強い、ストップ　　いないともいえるが、それでもこれらの2作に
モーション・アニメーションv）作品については、　　は、この監督のその後の作品にもくりかえし用い
わざわざ自らの名前を冠している。映画のタイト　　られるいくつかのモチーフや映画的文法兀〉がふん
ルに個人名を冠したのはフランク・キャプラを嗜　　だんにちりばめられていて、今みても大変興味深
矢とするといわれるが、草創期のハリウッドは別　　い。まずはこれらティム・バートンの原点ともい
にして、ハリウッドのみならず、ニューヨークや　　うべき作品の「郊外」の描かれ方について確認し
シカゴなどのインディペンデント系の映画監督た　　てゆくことからはじめたい。
パーソナライズ
ちでも、こうした「私物化」を断行する（そし
てそれが許される）人物はまずみあたらない。　　　『ヴィンセント』の「郊外」
本論ではユニークな創作活動をハリウッドの映
画産業内で続けるティム・バートンの作品を、デ　　　『ヴィンセント』x1）はストップモーション・ア
ビュー作である『ヴィンセント』（Vincent，　　ニメーションで、ひとりの少年の孤独な夢想を
1982）から最近作の『コープス・ブライド』まで　　扱った作品である。ティム・バートンは幼少時代
クロノロジカルに追う。そのなかで、伝記的な　　からの彼の「アイドル」畑であるヴィンセント・
「事実」とそれぞれの作品における映像表現を比　　プライスを「語り」に起用しているが、物語自体
較検討し、技術的な側面についても考察する。そ　　も極めて私的な色彩の強いもので、そのタイトル
うした作業を通してティム・バートンという「作　　をみてもわかるように、プライスへのリスペクト
家」が、いかにして個人的な「素材」をある種戦　　がはっきりと現れた作品となっているXI’】）。主人公
略的に用いながら、全世界的に（あるいは汎アメ　　はヴィンセント・マロイという「ヴィンセント・
リカ的な「世界」のなかで）受容される作品をつ　　プライスになりたい」7歳の少年。「語り」のな
くり得ているのか、分析してゆく。そのためのキ　　かで明らかにされる少年像は、「内向的」でなか
イワードは「郊外」（suburb／suburbia）「フリー　　なか周囲に馴染めず「頼むからほっといてくれよ
クス」価eaks）そして「家族」（family）になる　　（“Leave　Me　The　Fuck　Alone”）的アウラを放って
だろうv’）。本稿「その1」では初期の2作品を題　　いた」（Salisbury，2）というバートン自身の幼
材に「郊外」について考察してゆく。　　　　　　少年時代を想起させるものとなっている。
80年代に子供向けTV番組として絶大な人気を　　　表向きには「いつでも礼儀正しく、しなさいと
誇った『ピーウィーのプレイハウス』（Pee　Wee’s　いわれたことをする」「年のわりには思いやりが
Playhouse）のキャラクター、ポール・ルーベン　　あって、素直な性格である」Xlv）とされるヴィンセ
スが演じる「ピーウィー・ハーマン」を主役にし　　ント少年だが、そうしたおだやかな表向きの顔と
た映画『ピーウィーの大冒険』（Pee　Wee’s　Big　は裏腹に、内面的にはどろどろとした葛藤を抱え
Adventure，1985）でハリウッド・メジャーに登　　ている。周囲にうまく適合できない彼は、古城に
場したティム・バートンだが、それ以前にも、デ　　引き籠ったヴィンセント・プライスよろしく、自
一22一
小林一博　　ティム・バートン試論　　　　　　　　　　　　　　　323
斑蓑．’　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　、・…詫　　　　　．、ゴ・、　帆．　”弧　　　．　3w　γ　「
。訊　。．　　　艦　　　　　　驚藁’＿戚　｛　弾搬；緯叢蠣融・蟻
’再。、@　　　・汗　．　　磯　　　　　　雛セ喧@　　　　　　纏灘灘
黙婦馨癖欝灘軸・灘．　灘　　　　鞭
麟灘灘隷婁　萎難　・籍・　、．・議轟　　環簿欝　舐
雷c論畿麟群蔑轟鱒響
，‘　　樗　「　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ鍔鞍；鶏
@㌔”　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、＿　　　，
@　　　　　　　　　　　　　乳　叩　　　　　　壱
【ティム・バートンがヴィンセント・プライスに贈った「ヴィンセント」像　個人像】
室に閉じこもろうとする。そんな彼にとっては、　　映画の舞台がヴィンセント少年の室内にほぼ限定
現実世界の「妹や犬や猫」よりも、彼自身の空想　　されるのもこうした理由による。限定された閉じ
のなかに生きる「蜘蛛や蠕幅」のほうがリアルで　　られた空間のなかで、少年は愛犬アーバクロン
ある。何の変哲もない玄関の間も、彼の目を通す　　ピーを実験台にして「ゾンビ犬」を生み出し、自
と、あっというまに暗く歪んだ『カリガリ博士』　　らの「美しい花嫁」が「生きながら埋葬された」
（Das　Kabinett　des　Dr．　Kaligari，ユ919）の周世界へ　　ことを知る。「ヴィンセントがゆっくりと壁まで
と変貌してしまう。家に訪ねてくる叔母に対して　　後ずさりすると、家は震え出し、ガタガタと軋み
も「よい子として振舞う」少年だが、心のなかで　　ながら揺れる」。このようにして少年は（実際に
は叔母を中吊りにして、ヴィンセント・プライス　　は自ら引き籠るのだが、彼の自覚のなかでは）、
主演の映画『肉の蝋人形』（House　of　Wax，　　家のなかに閉じ込められ、愛読するエドガー・ア
1953）さながらに、蝋人形にすることを楽しんで　　ラン・ボーの世界を生きる存在となる其Vl｝。
いる。少年は現実世界で生きるよりも「自分の心　　　ところで彼が「とり愚かれている（possessed）」
のなかでつくりだした恐怖のなかに浸っている」　　という「家」とは、いったいどのような「家」な
のである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　のだろうか。映画のなかで示される、母親や叔母
子供らしく「外に行って遊んでいらっしゃい」　　や妹たちの住む現実世界の、室内の家具やその内
という母親の勧めにも拘わらず、少年は部屋に閉　　装などから読み取れるのは、それが少なくとも中
じこもり、暗い空想の世界に没頭するが、これは　　程度のクラスの人びとの住居であるということ
「この家にとり愚かれていて、2度とここから出　　だ。冒頭の場面で黒猫が塀から家の窓に飛び移
てゆくことはできない」という自覚からである。　　り、2階のヴィンセントの部屋に入ってくること
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や母親が恐らくは家の前に花壇をつくっているこ　　のも、「肉の蝋人形」にするために「叔母を蝋に
となどから、ヴィンセントの住む家が「郊外」の　　漬ける」のも、彼と彼の嗜好を否定する（その結
一戸建てとして設定されていることも確認でき　　果、彼が否定する）現実世界との接触の直後に起
る。ティム・バートン自身はヴィンセントの住む　　こっていることは注目に値するだろう。「ヴィン
住居の設定やモデルについてはっきりと言及して　　セントの恐るべき狂気が頂点に達する」のも、母
はいないが、映画のなかの部屋の「窓」が少年の　　親との接触の後に起こっている。「お外は天気
心情を反映していつのまにか消失することやアラ　　で、気持ちのよい日よ」「外にでて遊んでらっ
ン・ボーの「大鴉」からの引用があること、「生　　しゃい」と指図する母親は、
きながらの埋葬」のモチーフなどからみても、こ
の「家」がバートン自身の住んだカリフォルニア　　　　あなたはヴィンセント・プライスじゃない。
州バーバンクの家をイメージしていることは明ら　　　　ヴィンセント・マロイでしょ。あなたは拷問
かであるxv％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　されてなんかいないし、気が狂ってもいな
い。あなたはただの子供です。七歳の男の子
小さかった頃、自分の部屋に二つの窓があっ　　　　で、私の息子だわ。外にでて本当の楽しみを
たことを覚えている。そこから芝生を見下ろ　　　　味わっていらっしゃい。
せるいい窓だったんだけれど、どういう訳か
両親が両方とも壁で塞いでしまって、外を見　　といいながら、ヴィンセントの夢想を拒絶し、彼
るには机の上に上らなくちゃいけないくらい　　に救いの手をのばすことなく、部屋のドアを閉め
のわずかな隙間しか残らなかった。…（中　　て立ち去る。母の息子にかける言葉がどんなに
略）…それで僕は自分の置かれた環境を、人　　まっとうなものであったとしても自らがつくりだ
が壁のなかに閉じ込められたり、生きたまま　　した悪夢のなかにいる引き籠る息子には決して届
埋葬されたりするボーの物語になぞらえてい　　かない。閉ざされた「闇」のなかにひとり残され
たんだ。（Salisbury，5）　　　　　　　　　　たヴィンセントは、床に倒れこみ、悪夢的世界の
なかに「永遠に」とどまることになる。ヴィンセ
こうした発言からもこの「家」がバーバンクの　　ントに対して無理解な大人たちは、叔母も母親
バートン家であり、ヴィンセント・マロイ少年が　　も、いずれも首からしたのみの、「顔」のない存
ティム・バートン自身の投影であることが窺え　　在として描かれている。その意味で、ヴィンセン
る。もじゃもじゃのほつれ髪をした顔色の悪い痩　　トの生み出したゾンビ犬、肉の蝋人形、生き埋め
せぎすな少年、というその造形もティム・バート　　にされた花嫁といった「怪物」以上に怪物のよう
ンそのものといってよいだろう。　　　　　　　　な存在として表現されているといってもよいだろ
『ヴィンセント』における「郊外」は、そこに　　う。
建てられた「家」に代表されるように、少年に　　　このように『ヴィンセント』の「郊外」は、一
「とり懸いて」抑圧するものとして描かれてい　　見普通にみえながら、主人公の目を通すことに
る。さらにいえば、作品のなかの母親や叔母、あ　　よって、怪物以上に怪物的な存在に彩られた「郊
るいは妹やペットたちでさえも、家族というより　　外」に変容していることがわかるだろう。ここで
は、ヴィンセント少年に対する「郊外」的な価値　　いう「怪物」とは、もちろん、無理解とディスコ
観による「抑圧」の具体的なかたちとして表現さ　　ミュニケーションの生み出す「怪物」のことであ
れているように思われる。「郊外」では、ヴィン　　る。
セント・プライス「ごっこ」は不健康なことであ　　　これに対して「フランケンウィニー』の「郊
り、明るい陽ざしのもとで野球やフットボールを　　外」はどのように描かれているだろうか。
するのが健康なことなのだ。ヴィンセント少年が
「ヴィンセント・プライス」となり、「暗い廊下
をたったひとりでさまよい歩き、もがき苦しむ」
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【ティム・バートンによるコンセプトアート：フランケンウィニーとフランケンウィ
ニーの花嫁】
モンスター
「怪獣」を演ずるのは愛犬スパーキーで、ウィ
『フランケンウィニー』の「郊外」　　　　　　リス・オブライエンがストップモーションを手掛
けた『ロストワールド』（The　Lost　World，1925）
第2作『フランケンウィニー』剛は、ティム・　　やレイ・ハリーハウゼンの『恐竜100万年」（One
バートンが、女優シェリー・デュバルがホステス　　Million　Years，　B．C．，1966）の場面を再現するかの
を務めるTV番組『フェアリー・テール・シア　　ような作品が家庭用のスクリーンに映し出され
ター』（Faerie　Tale　Theatre，1982－87）で「ヘンゼ　　る。「僕の息子はヒッチコックの再来だな」と賞
ルとグレーテル」のエピソードを監督したあと、　　賛を送る父親（ダニエル・スターン）、「監督挨
製作された。TVで一緒に仕事をした縁もあっ　　拶、監督挨拶」と息子に促す母親（シェリー・デ
て、バートンは当時人気のデュバルを主要キャス　　ユバル）、拍手喝采する友人たち（ソフィア・コ
トに迎えている。前作『ヴィンセント』がヴィン　　ッポラほか）、それに応えて得意気に挨拶をする
セント・プライスのモノローグで語られる、主人　　ヴィクター。絵に描いたように幸福な「郊外」の
公の視点から語られる現実と夢想の入り混じっ　　「家庭」（home）を描いたオープニング・シーク
た、これといった筋のない作品だったのに対し　　エンスである。こうした描写が必ずしもティム・
て、この作品は、『フランケンシュタイン』　　バートン自身の経験には基づいていないことは、
（Frankenstein，1931）や『フランケンシュタイ　　『ヴィンセント』における「家庭」の描写のみな
ンの花嫁』（The　Bdde　of　Frankenstein，1935）と　　らず、ソールズベリーのインタヴューやケン・ハ
いったジェームズ・ホエール監督の2作品を下敷　　ンケの手によるバートンの伝記などからも確認で
きにした、くっきりとした輪郭と筋をもつ作品と　　きる。
なっている。「郊外」を舞台にしたティム・バー　　　このように幸せなフランケンシュタイン家の
トン版のモンスター映画といってもよいこの作品　　日々はそう長くは続かない。不運にも、スパー
は、愛犬を人造モンスター化するという、前作　　キーが亡くなってしまうのだ。ヴィクターの投げ
『ヴィンセント』と共通のモチーフを持ってい　　た野球のボールを取ろうとして車道に飛び出した
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スパーキーは突進してきた車に跳ねられて絶命す
映画は8ミリで撮影されたヴィクター少年（ヴ　　る。愛する家族を失ったことを受け入れられない
アレット・オリヴァー）制作の『太古の怪獣た　　ヴィクターは悲しみに沈む。そんなある日、理科
ち』というモンスター映画で始まる綱。主役の　　の授業中に、死んだカエルの足の筋肉を電気に
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よって動かすことができると知ったヴィクター　　る。
は、同じ原理によってスパーキーを蘇らせること　　　ジョセブ・メイハーの演ずるチェンバース氏
ができると確信する。一目散に家に帰ったヴィク　　は、ヴィクターのクラスメートであるアンの父親
ターは、台所のトースターやガレージのがらくた　　だが、平日の午後に庭の手入れをしているような
を屋根裏に持ち込み、俄か実験室にして、日夜研　　人物で、彼の職業や社会的背景を示す描写はほぼ
究にはげむ。そしてとうとう、ホエール映画のフ　　捨象されている。彼はこの映画において、偶然の
ランケンシュタイン博士よろしく、雷鳴の轟く嵐　　目撃者、そして監視者の役割を担う。誰にも知ら
の夜に、稲妻の力を借りて「人造モンスター」ス　　れないように、秘密裡に、スパーキーの再生を試
パーキーを創造することに成功するxx）。「フラン　　みるヴィクターが、ガレージから家にがらくたを
ケンウィニー」の誕生である。そして、このティ　　持ち込むところを目にするのも、実験のために屋
ム・バートン版の「フランケンシュタインの　　根で作業しているところを目撃するのも彼であ
モンスター
怪物」スパーキーによって、平穏無事にみえた　　り、「怪物」といの一番に出くわすことになるの
「郊外」の世界の内実が明らかにされることにな　　もこのチェンバース氏である。
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これに対して、ロズ・ブレイバーマンの演ずる
『フランケンウィニー』の舞台となった場所は　　エプスタイン夫人は、郊外に住む家庭の主婦の典
『ヴィンセント』の場合と同様に特定はできない　　型といってよいだろう。でっぷりと太って真ん丸
が、それでもその街並から南カリフォルニアの住　　い眼鏡をかけた彼女は、いかにも有閑マダムと
宅地であることが察せられる測。ヴィクターとク　　いった感じであり、家のぞとに仕事を持っている
ラスメートたちが歩く道に沿って映し出される町　　キャリアウーマンのようにはみえない。気難しげ
並みは、豊かなアメリカの「郊外」そのものと　　でなおかつ鈍感な彼女は、愛犬レイモンドとの散
いってもよいだろう。玄関から舗道まで続く長め　　歩の途中にフランケンウィニーと接近するが、決
のアプローチ、木々が生い茂り花々が咲き乱れる　　して気がつくことはない。チェンバース氏がス
緑豊かな前庭、きちんと刈り込まれた芝生、手入　　パーキーを追って彼女の家の庭にやってきて、は
れの行き届いた背の低い生垣、広い敷地の一戸建　　じめて「怪物」の存在に気づく。そのくせ彼女は
てが並ぶその地域の道には背の高い椰子が続いて　　得体の知れないものの正体を確かめることもせず
いる。早朝や休日には庭の手入れをする住民たち　　に、ヒステリックに大きな悲鳴をあげてこれを拒
や散歩をする住民たちが声を交わす。顔見知りだ　　絶する。エプスタイン夫人は、噂話の広め役であ
けの気心の知れたコミュニティが成立しているの　　り、フランケンシュタイン家の「怪物」の存在を
が『フランケンウィニー』の「郊外」である。一　　周辺の人びとに伝達するのに大いに貢献し、結果
見、穏やかで、暮らしやすそうな共同体。そんな　　として、周囲の不安を増殖させるという役割を担
「郊外」にヴィクターの生み出した「怪物」が紛　　う。
れ込んだことから、住民たちは、徐々に神経過敏　　　蘇ったスパーキーの存在を知った両親は、息子
になり、ついには暴動まで引き起こしそうにな　　の説明に戸惑いながらも、その事実を受け入れ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。その一方で、たまたま家の外に出てしまった
『フランケンウィニー』において、町の典型的　　スパーキーが、チェンバース氏や娘のアン、そし
な住人として描かれているのが、チェンバース氏　　てエプスタイン夫人を脅かしてしまったことか
とエプスタイン夫人である。2人とも、あくの強　　ら、彼らの話に尾ひれがつき、不気味な「怪物」
い個性をもった、デフォルメされたステレオタイ　　の噂が町中に広がる。町の住民たちはフランケン
プともいえるが、ティム・バートンがのちに『シ　　シュタインー家に不審の目を向けるようになり、
ザーハンズ』でも描く「郊外」の「隣i人」と共通　　彼らと距離を置こうとする。
する要素を持っている。共同体の外にいる「他
者」に対する不寛容と、共同体内に入り込んでき　　　ヴィクター「町の人たち、変だね（weird）」
た「他者」を排除しようとする姿勢がそれであ　　　　父「理解できないだけだよ」
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ヴィクター「でもスパーキーは恐くないよ」　　なって、「フランケンウィニー／スパーキー」を
父「わかってるさ。会いさえすれば、皆にも　　「排除」しようとする。チェンバース氏は「娘を
わかるよ」　　　　　　　　　　　　　　　襲ったあの怪物（the　thing）を捕まえろ！」と人
びとを先導するが、「怪物」を捕まえたあと、ど
スパーキーの存在を知らせることが遅れれば遅　　うしようとしているかは明らかだろう。
れるほど周囲との関係は悪化すると判断した父親　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ティム・バートンと家族の提案で、一家はパーティを開く。町の人びとの
「誤解」を解き、改めて共同体の一員として受け　　　少しわき道にそれるが、バートン作品、特に
入れてもらうためである。猜疑心をつのらせる隣　　「ヴィンセント』や『フランケンウィニー』、さ
人たちに対して、できるかぎりさりげなく振る舞　　らには次稿で扱う予定の『シザーハンズ』を理解
い、なんとか家族の一員である「蘇った」愛犬の　　するうえで有益と思われるので、ここで、ティム
ことを認めてもらおうと努力する一家だが、ス　　・バートンと両親の関係について簡単におさらい
パーキーが姿をあらわした瞬間にすべては水泡に　　しておこう。
帰す。「こいつだわ（こいつが1蚤物だわ！）」と叫　　　ハンケによれば「ティムの目からみれば、バー
ぶエプスタイン夫人、悲鳴をあげるカーティス夫　　トン家には本当の意味での家庭らしさというもの
人（ヘレン・ボル）、「俺の娘を襲ったのはこいつ　　が、ほとんどあったためしがないか、まったくな
だ1」と怒号するチェンバース氏。彼らのあげた　　かった」（27）という。A＆Wテレビの母親への
声はすなわちスパーキーに対する拒絶の証しであ　　インタヴューなどをみると、これは少し誇張のし
る。人びとの非難と敵意に驚いたスパーキーは戸　　すぎという気もするが、両親と息子のあいだがか
外に飛び出すが、このあとの展開はエンディン　　ならずしもしっくりいっていなかったのは事実の
グX畑を除いて基本的にホエールの『フランケン　　ようだ。例えば、ティム・バートン自身は父親と
シュタイン』を踏襲している。住民たちは一致団　　自分との関係に触れて、ある雑誌で以下のように
結して、自分たちの共同体を乱すこの「怪物」を　　語っている。
排除しようとして、その後を追う。ここに描かれ
ている「郊外」とそこに住む人びとの暗示するも　　　　父とは親しくなかったんだ。そのことがずっ
のは明白だといえよう。　　　　　　　　　　　　　　と混乱の源だった。ある意味では、僕はどう
ティム・バートンは『ヴィンセント』では　　　　やら人とはかけ離れたところがあるみたいな
「顔」のない存在として母親や叔母を描き、彼ら　　　　んだ。すごく幼い頃から、ずっと家を飛び出
にとって異質な存在であるヴィンセントを理解で　　　　したいって強く思ってきたんだよ。xxi且’）
きずに、結果として抑圧してしまう「怪物」のよ
うな存在として描いた。これに対して『フランケ　　　バートンの父親ビルは、かつてはロサンゼルス
ンウィニー』では、日常的な枠組みを超えた「怪　　にあるマイナーリーグの球団でプレーをしたこと
物」、すなわち彼らにとって未知のものである　　もあるスポーツマンで、バートンが子供の頃は
「他者」に対して恐怖を抱き、その対象を「排　　パークレンジャーをしていた。母親ジーンは地元
除」する存在として描いたのである。同質的ある　　バーバンクで「キャットプラス」という猫グッズ
いは均質的と信じられている「郊外」の世界で　　を集めたギフトショップを経営するビジネスパー
は、共同体の安定を乱す存在は、例えそれがどの　　ソンだった。そんな両親にはどうやら息子ティム
ようなものであっても、すべて「他者」とみなさ　　の嗜好があまり理解できなかったようだ。ビルが
れ、「排除」すべき対象ともなる。逃げ去った　　『ニューズウィーク』誌に語ったところによれ
「怪物」スパーキーを追い詰める場面で「郊外」　　ば、ティムが枯れ木をみて「うわ一、なんてすご
の隣人たちは、『フランケンシュタイン』の村人　　い景色なんだ」といったときの2人の反応は以下
たちと同様に「ヴィクター・フランケンシュタイ　　の通りだった。
ンのモンスター」以上に非理性的な「怪物」と
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妻と私はお互いの顔をみあわせてしまいまし　　主に『シザーハンズ』を素材として「郊外」と
たよ。それは灰色の壁の前にあるただの枯れ　　「フリークス」について考察する。
木だったんです。でもあの子はものすごく真
剣でしたよ。（Hanke，27）　　　　　　　　　　■ティム・バートン・フィルモグラフィー
『ヴィンセント』（Vincent）　ブエナビスタ
一方、母親のジーンは『バットマン』（Bat－　1982
man，1989）公開時のインタヴューで、息子のテ　　「ヘンゼルとグレーテル」（Henzel　and　Grettel）
イムがほかの家族醐とは馴染まなかったことを　　　ディズニーチャンネル（TV）
認めている。　　　　　　　　　　　　　　　　　『フランケンウィニー』（Frankenweenie）　ブエ
ナビスタ　1984
あの子が家族に対して痛ましいほどの葛藤を　　「アラジンと魔法のランプ」（Aladdin　and　Magic
抱えていたってことは分かっていたんです。　　Lamp）　ディズニーチャンネル（TV）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　闇
葛藤はどれもこれもあの子の内側から出てき　　『ピーウィー・ハーマンの大冒険』（Big　Adven一
たものだったと思います。ティムはいろんな　　ture　of　Pee　Wee　Herman）　ワーナー　1985＊
意味で自分自身に対してとっても厳しいんで　　「瓶詰めの魔物」（The　Jar）　『新ヒッチコック
す。xxv）　　　　　　　　　　　　　　　　　劇場』（TV）　1985
「ファミリー・ドッグ」（The　Family　Dog）
はっきりとした原因やきっかけは明らかにされ　　　『アメージンズストーリーズ』（TV）　1986
てはいないが、ハンケの伝記や清水節の「ティム　　『ビートルジュース』（Beetl句uice）　ワーナー
・バートン略年譜」（柳下、205）などによれば、　　1988
ティム・バートンは12歳から17歳までのあいだ、　　「ビートルジュース」（Beetkjuice）　　（アニメー
両親の元を離れて、祖母の家の2階で暮らしたこ　　ション：TV）　1988
とになっているxxv【｝。以上の証言だけでも、ティ　　『バットマン』（Batman）　ワーナー　1989
ム少年の家庭環境が必ずしも恵まれたものでな　　『シザーハンズ』（Edward　Scissorhands）　1990
かったことは、うかがい知れるだろう。　　　　　　　『バットマンリターンズ』（Batman　Returns）
周囲はおろか、両親とも上手にコミュニケーシ　　1992
ヨンをとることができなかった子供時代のティム　　『ナイトメアー・ビフォア・クリスマス』（Tim
・バートンは、そうした環境のなかでホラー映画　　Burton’s　Nightmare　Before　Christmas）　ブエナビ
を唯一の楽しみとして育つが、成長するというこ　　スタ　1994
ととホラー映画について、さらには「郊外」につ　　『キャビンボーイ　航海、先に立たず』（Cabin
いて以下のように語っている。　　　　　　　　　　Boy）　タッチストーン　1994＊＊
『エド・ウッド』（Ed　Wood）　ブエナビスタ
僕にはいつでも、どういう訳か、ホラー映画　　1994
をみながら成長するってことと、すべてのゴ　　『バットマン　フォエバー』（Batman　Forever）
シック的なもの／『フランケンシュタイン」　　ワーナー　1995
的なもの／エドガー・アラン・ボー的なもの　　　『マーズ・アタック！』（Mars　Attacks！）　ワー
とがダイレクトにつながる感情があったん　　ナー　1996
サバーヒア
だ。’郊外的なものと、そういうものが直接　　　『ジャイアントピーチ』（James　and　the　Giant
つながるんだ。『フランケンウィニー』はそ　　Peach）　ブエナビスタ　1996
うしたものから自然に生まれてきたもののひ　　『スリーピーホロウ』（Sleepy　Hollow）　パラマ
とつなんだよ。（Salisbury，32）　　　　　　　　ウント　ユ996
『THE　PLANET　OF　THE　APES　猿の惑星』（The
次稿では、こうしたバートンの発言も踏まえて　　Planet　of　the　Apes）　20世紀フォックス　2001
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『ビツグブイツシュ』（Big　Fish）　コロンビア　　　年。
2003　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マーク・ソールズベリー編（遠山純生訳）『バートン
『ティム・バートンのコープス・ブライド』　　オン　バートン』フィルムアート社、1996年。
（Tim　Burton’sCorpus　Bride）　ワーナー　2005　　　柳下毅一郎編『ティム・バートン』キネマ旬報社、
『チャーリーとチョコレート工場』（Charlie　and　2000年。
the　Chocolate　Factory）　ワーナー　2005
『スウィーニー・トッド　フリート街の悪魔の理　　■主要参照ビデオ
髪師』（Sweeney　Todd：The　Demon　Barber　of　Fleet　A＆WTelevision　Networks．　Biography：η〃～飾r燃7r’cん
Street）　ワーナー　2007．　　　　　　　　　　　　or　7r8砿New　York：A＆WHome　Video，2001．
Encore　TV．ηz6　D∫r8c∫or3’η～8　F〃配3（ガ丁如B膨r’oη．Engle一
＊＝ ｢公開（非商業ベースの映画を含む）　　　　　w。。¢CO，：Starz　Enc。re　Gr。up，2002．
＊＊＝日本未公開（ビデオリリースあり）
■主要参照サイト
監督や製作者として関わった主な作品を邦題・　田lcinema　ONLINE　http：／／allcinem乱ne廿
原題・製作会社（配給）・制作年の順番に年代順　　Internet　Movie　Database　http：〃imdb．c。m／
に示した。最新かつ詳細なフィルモグラフィーに　　Rotten　Tomatoes：Movies　and　Games，　Reviews　and　Pre一
ついてはIntemet　Movie　Databaseやallcinema　ON－　views　http：〃rottentomatoes／com／
LINEなどのサイトを参照されたい。　　　　　　　Tim　B岨。n　C。Uective　http：〃www．timb順。nc。llective．
com
■主要参考文献　　　　　　　　　　　　　　　Tim　B瞭・n　Dark　Visi。ns：The　Fanlisting　http：／／timbur一
Fraga，　Kristian，　ed．π配Bκr’oη’Z鷹6ハノ’6w5．　Jackson：Uni－　　　ton．so－rocks．com／
versity　Press　of　Mississippi，2005．　　　　　　　　　　　　Tim　Burton　JP　http：／／www．timburtonjp／
Hanke，　Ken．77珊B麗πoη」Aη翫α配∫ho庇84　B’08君叩みyσ’舵
F伽配αたθr．Los　Angeles：Renaissance　Books，1999．　　　　注
Salisbury，　Mark，　ed．　Bκπoηo刀βκr∫oη．　New　York＆Lon－　　i）　「郊外」はティム・バートン批評の定番。ヘルムー
don：Faber　and　Faber，1995：Revised　ed．2006．　　　　　　　ト・メルシュマンやアリソン・マクマハンの批評や
Smith，　Jim　and　J．　Clive　Matthews．η加飾r’oη，　London：　　ケン・ハンケの伝記のみならず、日本でも大場正明
Virgin　Books，2002．　　　　　　　　　　　　　　　　　や切通理作、柳下毅一郎などの評家がバートンと郊
Merschmann，　Helmut．η配Bκr’oπ’7漉L㌍侃4　F’」配5げα　　　外、あるいはバートンと「郊外」の関係について言
V’∫’oηoびD’r6c’o’，　trans．　by　Michael　Kane．　London：Titan　　　及している。とはいえ「郊外」と作品についての具
Books，2004．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　体的で詳細な分析にまで踏み込んでいる論考はあま
McMahan，　Allison，7加F〃硲qズη〃2飾πoη’Aη吻α珈g　　　りない。
L’y6　Ac∫めη加Coη’8鷹ρorαびHo〃Woo4．New　York＆Lon－　　ii）　“New　Lost　Generation”は、もともとは、ジェイ・
don：Continuum，2005．　　　　　　　　　　　　　　　　　マキナニー、ブレット・イーストン・エリスなどの
Woods，　Paul　A．　ed．，7加翫πoη’AC観4’3　Gα君48ηげ　　　作家を指して編集者がつけた言葉。ジェイ・マキナ
茄8玩〃礁θ5．London：Plexus，2002．　　　　　　　　　　　ニーを見出したランダムハウスの編集者ゲイリー・
フィスケットジョンが命名者といわれる。日本では
大場正明『サバービアの憂諺　アメリカン・ファミ　　　駒沢敏器編集の『Switch特別版　ニューロストジ
リーの光と影』東京書籍、1993年。　　　　　　　　　　　エネレーションーあらかじめ失われた世代一』（スウ
カイエ・デュ・シネマ・ジャポン編集委員会『幻想の　　　イッチ・コーポレーション、1990）で知られるよう
アメリカ』勤草書房、2000年。　　　　　　　　　　　　　になる。
ジョン・バクスター（野中邦子訳）『地球に落ちてきた　　iii）とはいえ、スピルバーグの「郊外」はあくまで映
男　スティーブン・スピルバーグ伝』角川書店、1998　　　画の「背景」であって、バートンのようにある種そ
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れが主題化しているとまではいえない。　　　　　　　　　「ほかの学生の作品はアニメーションの技術を追求
iv）スピルバーグはティム・バートンと同じように幼　　　するにとどまっていたけれど、ティムはほんものの
少期から8ミリ撮影にいそしみ、日本の隆獣映画や　　　映画をつくろうとしていた。すごくきれいに描けて
各種のB級映画をみて影響を受けたといわれる。　　　いる作品だったけど、肝心なのは、彼のテクニック
バートンもスピルバーグも日本のアニメーションの　　　のことじゃない。ティムの作品には人間が描かれて
ファンであるという共通項を持っている。　　　　　　　いたんだ」（Smith＆Matthews，9）
v）　「ストップモーション・アニメーション」とは、パ　　ix）　「ハッピーエンド症候群（“happy　ending　syn一
ペット（人形）などのキャラクターの動きをキャメ　　　drome”）」はハリウッド的な「ハッピーエンド」の映
ラで一コマーコマ撮ってゆく「コマ撮り」によって　　　画の数々を称してティム・バートンがいった言葉。
つくられアニメーションのこと。ジョルジュ・メリ　　　　（Salisbury，17）ティム・バートンは「ヴィンセン
エスの『月世界旅行』（Le　Voyage　dans　la　Lune，　　　ト』では、ディズニーの意向に反して、映画をハッ
1902）を嗜矢とする。アメリカでは『キング・コン　　　ピーエンドで終わらせないことに成功している。デ
グ』（King　Kong，1933）のウィリス・オブライエン　　　ィズニーは「最後に明かりがついて、パパが部屋に
やジョージ・バル、「アルゴ探検隊の大冒険』（Jason　　　入ってきて『アメフトか野球でもみに行こう』とい
and　the　Argonauts，1963）のレイ・ハリーハウゼンな　　　う」エンディングを望んだという（Salisbury，17）。
どの手によってストップモーションの映画がつくら　　x）例えば、目立つものからいえば、過去の映画からの
れ、発達してきた。　　　　　　　　　　　　　　　　　「引用」やさまざまな「ギミック」（機械）の登場な
vi）本論は全部で3部構成になる予定。次稿では主に　　　ど。
『シザーハンズ』（Edward　Scissorhands，1990）と　　xi）　『ヴィンセント』は、ディズニー執行部のジュ
『バットマンリターンズ』（Batman　Returns，1992）　　　リー・ヒクソンと創作開発課のトム・ウィルハイト
「ナイトメアー・ビフォア・クリスマス』（Tim　Bur一　　の許可のもと製作されたが、資金の6万ドルはウィ
ton’s　Nightmare　Before　Christmas，1994）について扱　　　ルハイトが調達した（Salisbury，15－16）。マット・
い、次々稿では『ビッグフィッシュ』（Big　Fish，　　　ディモン主演の青春映画『テックス』（Tex，1982）
2003）と『チャーリーとチョコレート工場』（Charlie　　の添え物として、短期間、劇場公開されるが、それ
and　the　Chocolate　Factory，2005）について論じること　　　に先立つロンドン、シカゴ、シアトルなどの映画祭
になるだろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で上映されて絶賛され、フランスのアヌシー映画祭
vii）当時のことをバートンは「ディズニーと僕は相性　　　では「批評家賞」を獲得している。
が悪かった。1年のあいだ、僕はこれまでにないく　　xii）　「どんなモンスター映画でもみにいったけれど、
らい憂諺な気分に浸っていたんだ」「ディズニーにい　　　何故だか、ヴィンセント・プライスの映画は僕の心
ておかしいと思ったのは、彼らは僕らにアーティス　　　に訴えかけてきた」（Salisbury，4）「プライスは僕
トになって欲しいと思っているくせに、同時に個性　　　が自己同一化できたただ一人の人物だった」（Salis一
のないゾンビの工場労働者にもなってもらいたがっ　　　bury，5）といっている。このあとティム・バート
ていたことさ」と語っている。（Sal童sbury，10）ソー　　　ンは『シザーハンズ』でもプライスを起用してい
ルズベリーからの引用にあたっては遠山純生訳の　　　る。
『バートン　オン　バートン』も参照した。　　　　　xiii）町山智浩がすでに指摘しているように『ヴィンセ
viii）ハインリックスは『ヴィンセント』や『フランケ　　　ント』の「部屋に閉じこもる少年」のモチーフはエ
ンウィニー』だけでなく『ティム・バートンのナイ　　　ドガー・アラン・ボーを原作とし、ヴィンセント・
トメアー・ビフォア・クリスマス』でも一緒に仕事　　　プライスが主演をした『アッシャー家の惨劇』
をしている盟友ともいうべきアニメーターである。　　　（House　of　Usher，1960）、『恐怖の振子』（Pit　and山e
バートンのカル・アーッ（California　Institute　of　the　　Pendulum，1961）、『忍者と悪女』（原題は『大鴉』：
Arts）時代のことも知るハインリックスは、卒業制作　　　The　Raven，1963）などの一連のロジャー・コーマン
『さまよえるセロリモンスター』（Stalk　of　the　Celery　　　監督作品のモチーフを踏襲していると思われる（柳
Monster，1979）を評して次のようにいっている。　　　下、68－69）。
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xiv）引用はいずれも『ヴィンセント』の「語り」か　　　「本格的」なものといえる。ディズニーとしては一
ら。この映画の分析に用いる、以下の引用も特に断　　　般の視聴に適する「G」のレーティングを期待した作
りのない限り、この映画の「語り」による（出版さ　　　品だった。ところが、作品全体の暗いトーンが影響
れた脚本はないが、原文はInternet　Movie　Databaseで　　　して「PG」（親の指導を必要とする）を受けてしま
も確認可能）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　う。このことが災いして、この作品はながいあいだ
xv）ドイツ表現主義の代表作と評される幻想課。ロベ　　　お蔵入りになってしまった。コメディ映画『ベル
ルト・ウィーネ監督作品。このほかにも、ジム・ス　　　ボーイ狂騒曲／ベニスで死にそ～』（Blame　It　on　the
ミスとJ・クライブ・マシューズが指摘するように、　　　Bellboy，1991：日本未公開＝ビデオにてリリース）
『ヴィンセント』にはブリッッ・ラング監督の　　　の併映作品として、短期間だけ劇場にかかったが、
『M』（M，1931）やF・W・ムルナウ監督の『吸血　　　本格的に劇場公開されることもなく、結局、製作か
鬼ノスフェラトウ』（Nosferatu，1922）を髪髭とさせ　　　ら8年後の92年にビデオ化されることになる。
る場面がある（Smith＆Matthews，20）。『ヴィンセン　　xix）　「映画のなかの映画」もしくは「映画づくりの映
ト』のみならず『シザーハンズ』『ナイトメアー・ビ　　　画」はティム・バートンのお気に入りで、『ピーウ
フォア・クリスマス』『エド・ウッド』（Ed　Wood，　　　イーの大冒険』や『エド・ウッド』などでも繰り返
1994）などの作品にも、同様にドイツ表現主義の影　　　し用いられたモチーフのひとつである。
響がみられる。登場人物の不安・猜疑・葛藤といっ　　xx）トリビアだが、この映画で使われた「実験室」の
た心のうちを陰影に富む画面のなかでデフォルメさ　　　セットはジェイムズ・ホエール監督が『フランケン
れた形象によって表すというこの方法は、デビュー　　　シュタイン』で使ったものと同じであるという。な
作以後もバートンが好んで用いるものである。ただ　　　がいあいだ放置されていたそのセットは、メル・ブ
しバートン自身はドイツ表現主義からの直接的な影　　　ルックス監督が『ヤングフランケンシュタイン』
響は否定している（Salisbury，19）。とすれば、少年　　　（Young　Frankenstein，1974）撮影のときに発見し、
時代に好んでみていたB級ホラー映画からの間接的　　　のちにティム・バートンに引き継がれた。奇遇とい
な影響という観点からも考察する必要があるかもし　　　うほかないが、バートンはこのことを大変喜んだと
れない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いう　（Smith＆Matthews，29－30）。
xvi）映画はボーの「大鴉」と同様に「もはやこれまで　　xxi）フランケンウィニーが人びとに追い込まれて逃げ
（Neve㎜ore！）」でおわる。　　　　　　　　　　　込むミニゴルフコースとその風車小屋は『フランケ
xvii）バートンはバーバンクとモンスター映画やボーと　　　ンシュタイン』の風車小屋の場面を再現しているの
の関係について「郊外で成長するってことは、まっ　　　はあきらかだが、バートンは「僕は郊外（サバービ
とうで普通だっていう雰囲気のなかで成長するって　　　ア）で育ったから、ちょうど『フランケンシュタイ
いうことなんだけど、僕はなんとなく別の感覚を抱　　　ン』に出てきたのと同じように車小屋のあるミニチ
いていて、そうした感覚とモンスター映画っていう　　　ユアゴルフコースが（バーバンクには）あったん
のがぴったりしたんだ。僕はモンスター映画と自分　　　だ」「『フランケンウィニー』にでてきた『フランケ
の育った場所は関係があるって思っていた。だから　　　ンシュタイン』のイメージはみんなすでにバーバン
こそ僕はエドガー・アラン・ボーにすごく反応した　　　クにあったものなんだよ」（Salisbury，36）といって
んだと思うよ」（Salisbury，4）といっている。　　　　　いる。こうした発言から、この映画のロケ地がどこ
xviii）『フランケンウィニー』の制作費は百万ドル。　　　であれ、彼の生まれ故郷バーバンクが意識されてい
ティム・バートンの描いたストーリーボードを気に　　　たことがわかる。
入ったプロデューサーのリチャード・パーカーの　　xxii）　『フランケンウィニー』の「ハッピーエンド」に
ゴーサインで製作が実現したといわれる（Smith＆　　　はディズニーの意向が大きく反映しているといわれ
Matthews，29）。前作『ヴィンセント』がバートンと　　　ている。ストップモーション・アニメーションによ
ディズニーのスタッフ数人のみが関わったインデ　　　るリメーク版『フランケンウィニー』の製作が2007
イーズ的製作に近いものだったのに対して、この映　　　年に発表されたので、これが完成すればティム・
画は費用の点からもスタッフ、キャストの点からも　　　バートン自身が用意した「エンディング」が明らか
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になるかもしれない。　　　　　　　　　　　　　　　　ンが家を離れたのが17歳のときだという同級生の発
xxiii）1991年の『New　York　Times　Magazine』のインタ　　　言もある。祖母の家に住んでいたのは事実だが、完
ヴューから。引用はハンケ（27）による。　　　　　　　全には両親や弟と離れてはいなかったということ
xxiv）バートン夫妻にはティモシー（ティム・バート　　　か。ちなみに、この約50分のTV番組には、ほかで
ン）のほかに、ダニエルという息子がいる。ティム　　　はみることのできないティム・バートンの最初期の
の3歳年下の弟ダニエルも映画関係の仕事について　　　作品の断片一「さまよえるセロリモンスター』だけ
いる（柳下、205）。　　　　　　　　　　　　　　　　でなく『運命の博士』（Doctor　of　Doom，1980）や
xxv）　『New　York　Times　Magazine』に1989年4月に掲載　　　　『ルアウ』（Luau，1982）なども一や、母親の証言、
された。引用はハンケによる。（27）　　　　　　　　　ディズニー時代の同僚のコメントや仕事ぶりを撮っ
xxvi）その一方で、　A＆Wテレビの「伝記」シリーズの　　　た8ミリなども含まれており、ティム・バートンの
1作として製作された「ティム・バートン、お菓子　　　伝記的事実を確認するための情報源として、大変貴
をくれなきゃイタズラするぞ」にはティム・バート　　　重なものとなっている。
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